溶体化処理した316L鋼および310S鋼の高温水中における応力腐食割れ挙動に及ぼす溶存水素の影響 by Huang, Yen-Jui











（ 続紙 １ ）                             
京都大学 博士（エネルギー科学） 氏名 HUANG Yen-Jui 
論文題目 
Effect of Dissolved-Hydrogen on SCC Behavior of Solution-Annealed 316L 











の解明と SCC への耐性に優れた構造材料の開発が必要であると述べている。  








第 4 章では、溶体化処理を施した 316L 鋼の高温水（288℃、7.8 MPa）中におけ
る SCC 感受性を SSRT 法により評価し、高温水中に溶存酸素（10 ppm）を含む場
合、SCC は全く発現しないが、高温水中に溶存水素を含む場合は、溶存水素量の増
大とともに変形後期において SCC が発現し易くなることを見出し、これを水素促進
SCC としている。また、この SCC は、粒界（IGSCC）において発生し、変形とと
もに粒内（TGSCC）へと伝播することを明らかにしている。次に、SCC感受性の試


















 第 6章では、316L鋼および 310S鋼の PWR模擬環境（340℃、15.5 MPa）および超臨界

















（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、溶体化処理を施した 316L鋼および 310S鋼の高温水中における応力腐食割れ
（SCC）感受性に及ぼす溶存水素の影響について研究した結果をまとめたものであり、
得られた主な成果は次のとおりである。                                                                   
１） 溶体化 316L 鋼の高温水中における SCC 感受性を低歪速度試験法により評価
した結果、溶存酸素を含む高温水（288℃、7.8 MPa）中では SCC は全く発
現しないが、高温水中に溶存水素を含む場合は溶存水素量の増大とともに












４） PWR模擬環境（340℃、15.5 MPa）および超臨界圧水中（500℃、25 MPa）におけ
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